
　　　　（30頁よりつ父く）

　　　　第11章新しい気象器械の説明ではプ・ペラ型風速計，

　　　ラジオゾソデ，レーウィソ，レーダー，シーロメーター

　　　の原理が一応設明されている．各章とも図は多く，著書

　　　の原図が多い．ただしあまりじようずといえないものが

　　中にはあり，改版のさいにはもっとスマートなものにし

ト
、　　てもらいたいと思5ものも二三ある．

　　　　　　　　　じ　　　　第12章かんたんな気象器械の作り方は気圧計』湿度

　　　計，風速計，雨量計についてのべてある」この中でボイ．

　　　ルの法則を利用した気圧計は著者の考案で，学校の工作

　　　の教材としておもしろいものと思5．

　　　　附表は観測結果を較正，換算するためのもので実際家

　　　には便利であろろ．

　　　　最後に評者の希望を述べれば観測した結果の表示，そ

“鍵1潔濃叢鵡総羅1ξ講
　　　に活用することのできる良書といえよろ．　　（N）

ビキニ水爆実験調査について

大　塚　　龍　藏

　　1954年3月1日より5月上旬にわたり，米国により

　一蓮の水爆実験がビキニ環礁において行われた．各方面

　からの情報によって，3月1日以後，3月26日，4月

　　6日，4月26日，5月5日前後の計5回程，実施され

　たことが推定される．このうちとくに3月1日のものは

　第五幅龍丸被災事件をおこし，内外に一大反響をおこし，

　世界的な水爆禁出蓮動にまで発展している．3月1日の

　実験が始めて報ぜられたのは2週間後の3月16日であ

　　り，翌17日より気象資料の牧集に着手し，調査を開始し

　た．3月1日の実験は日本人船員の悲惨な直接体験によ
毎って，錨の状況が，かなり詳しく報ぜられたので，これ

　　らの資料の牧集，整理を行い，水爆の影響高度を算定し

　た所，少くとも25km以上に達していることがわかっ

　た．　（外電によると27km叉は32km以上，あるい

　は40mk位）．このため対流圏のみでなく成厨圏め風

　についても調査する必要がおきた．「3月1日のものにつ

　いてはできるかぎりの観測データの牧集に努め，南方高

　暦観測，点（クサイエ1トラツク，ポナペ，クエゼリソ，

　エニゥェタック，ガム，ウェーク，マーヵス，硫黄島）

　のデーターによる上層風のタイム・クロス・セクショ

　ン，断熟図，飛行機観測データーも併用してめ各高度別

　流線図（850，700，500，300，200，100，50mb），ピ

　キニ附近上層気流図などを作成，この他地上，高暦天気

　図を用いて一連のシノプティック，アナリシスを行っ

　た，その後の実験のものについては，上層風のタイム・

　　クロス・セクショソのみを作成し，この実験期間におけ

る低緯度地方の上厨風の垂直構造を明かにした．（この

期間に得られた観測は27km高度にまで達している）．

上述の資料の作成には予報課の島田健司氏が非常に骨を

おられた．個々の場合の上暦気流の状態および友の拡散

の計算にづいては気象集誌および中央気象台研究時報に

発表されることになった．調査の結果，低緯度地方の上

暦風の垂直構成はFlohn（1950）の理論的結果とかなり

よく一致しているが，実際の観測結果は，さらに詳細な

構成を示しており，下厨偏東風，偏西風，上厨偏東風み

各風系層の出現高度，その厚さ，ト・ポポーズ近傍の風

の状態，最張風暦の高度などの変化が，かなりの輻をも

っていること，クラカトア火山の爆発当時推定された非

常に大きな速度をもった上厨偏東風の存在が明瞭に観測

データーに現われていること，偏東風の流れが北赤道

海流の走向に類似していることなど，有住氏がStokes

Scheimidt等の式から計算した結果では牛径0．05mm

の原子友の粒子は300～500浬位遠方にまで飛散し，直

接被害をもたらすことが推定されることなどがわかっ

た．被害の区域は対流圏から成層圏にいたる各暦の上麿

気流によってさらに．広範囲に拡大され，、予期されない

時期と予期されない場所に間接的な影響がもたらされる

ことも充分想像される．　　　　　・（中央気象台）

i』総 後蓑’記

　”天気”No．3をお届げします．編集が下馴れで，せ一

つかくの玉稿を途中で切って後に廻わしたり．掲載予定

のものを翌月号に廻わしたり致しましたことを，まずお

詫び致します．三号i雑誌という言葉がありますが，難誌

も三号までは何とかできるもの，これからあ≧を続けて

行くのがむずかしいとされているわげです．幸に”天

気”は予想以上の御後援により，予定の発行部数を確保

することができ原稿の集りも順調なことは感謝にたえま

せん．欲をいえば地方の方，気象台以外の方の玉稿をも

っと頂きたい．本号は報文欄を全部地方の方の玉稿で埋

めましたが，報文だげでなく，．地方気象界の浩息や表紙

口絵の写眞などもどしどしおよせ願いたい．ことに表紙

の写眞は直接気象に関係のないものでも，季節感のあふ

れているものであれば歓迎致します．雑誌はなるべくそ

の月の月始めにお手許に屈くようと努力して居ります．

本号も若干発行日を繰り上げることができましたが，今

後も御協力によりて発行日の繰り上げに努力したい≧存

じます．

　成瀬氏の好意で俊鵤丸帰るの写眞を表紙に掲げまし

た．観測員各位の御苦労が日焼けした顔ににじみ出てい

ます．観測の漢様や貴重な資料の結果については次号を

御期待下さい．

　　　　　　　　　　　　　（7月8日　日下部記）
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